令和８年度東京都立中央ろう学校　中学部年間指導計画
	学　　部
	中学部
	学　　年
	３　　
	週時数
	３

	教科
	国語
	グループ名
	SG1

	ねらい
	・国語を適切に表現し，正確に理解する能力を育成し伝え合う力を高める。
・思考力や想像力を養い，言語感覚を豊かにし，国語を尊重する態度を育てる。
・語彙の拡充を図り、目的に応じて使いこなす力を養う。

	担当教員
	景山　陽菜

	年間授業時数
	１０５

	使用教科書
	「国語３」光村出版「中学書写」教育出版

	副教材等
	「国語便覧」浜島書店、「楽しく学ぼう！すらすら基本文法」浜島書店、「新・基礎の学習　国語３年」新学社、「学習漢字ノート3年」浜島書店、「中学基礎がため100％できた！中3国語[読解編]」くもん出版、国語辞典、電子黒板、自主作成プリント等

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	前期
	４
	「世界はうつくしいと」
「学びて時に之を習ふ　―『論語』から」

	１０
	・語句の意味や詩の構成に注意して、詩を読み深める。
・漢文の訓読について理解し、人間の生き方についての孔子の考え方を自分たちと関連づけて考え、伝え合う。
	・電子黒板やホワイトボード等を活用し、視覚的に分かりやすい授業を行う。
・考えたこと、思ったことを文章で表現する機会を多く設定する。
・ICT機器の効果的な活用を図る。
・他者との意見交流により考えが深まるように促す。

	
	５
	「握手」
「文法」助詞
「作られた『物語』を超えて」
	１０
	・作品の展開を踏まえて人物像を捉え、その生き方について考えを深める。
・助詞のはたらきについて理解し、文に応じて使い分ける。
・論理の展開における具体と抽象の関係を捉える。
	

	
	６
	「俳句の可能性」
「俳句を味わう」
「熟語の読み方」
「和語・漢語・外来語」
	１１
	・俳句の表現意図による語句の使い分けに着目し、語感を磨く。
・音と訓の組み合わせに着目し、熟語の読み方を理解する。
・和語・漢語・外来語を理解し、適切に使い分ける。
	

	
	７
	「報道文を比較して読もう」　
「初恋」　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	７
	・二つの記事を比べて読み、気づいたことをまとめる。

・言葉の響きやリズムを味わい、情景や心情を考え伝え合う。
	

	
	９
	「挨拶―原爆の写真によせて」
「故郷」
	１４
	・詩の表現の効果を理解し、現代社会の状況と重ね合わせながら考えを深める。
・作品を批判的に読み、時代や社会の中で生きる人間の姿について考え、文章にまとめる。
	

	後期
	10
	「複数の意見を読んで、考えよう」
「君待つと―万葉・古今・新古今」
	９
	・文章を批判的に読み、論理の展開や表現のしかたを評価する。
・和歌に詠まれた情景や心情を読み取り、表現を味わう。
	・電子黒板やホワイトボード等を活用し、視覚的に分かりやすい授業を行う。
・考えたこと、思ったことを文章で表現する機会を多く設定する。
・ICT機器の効果的な活用を図る。
・他者との意見交流により考えが深まるように促す。

	
	11
	「夏草―おくのほそ道から」
「文法」助動詞
「漢字の造語力」
	８
	・作品の歴史的背景に注意して読み、作者のものの見方や感じ方について考える。
・助動詞のはたらきについて理解し、文に応じて使いこなす。
・漢字の造語力について理解する。
	

	
	12
	「それでも、言葉を」
「天、共に在り」
毛筆書写「書き初め」
	１０
	・具体的な事例から、抽象的な概念への理解を深める。
・本文を読み、筆者の生き方について自分の考えをもつ。
・新年に書きたい四字熟語等を選び、行書で書く。
	

	
	１
	「温かいスープ」

「アラスカとの出会い」
	８
	・筆者の考える「国際性」を踏まえ、自分の意見をまとめる。
・本文での筆者の考えから、自分の生き方について考える。
	

	
	２
	「三年間の歩みを振り返ろう」
硬筆書写
	９
	・三年間で印象に残っている学習を振り返り、冊子にまとめたのち、発表会を行い、考えを深める。

・身の周りで見かける文字の持つ表現効果について考え伝え合う。
	

	
	３
	「国語の力試し」
「二つの悲しみ」
	９
	・身につけた資質・能力を活用して、問題に取り組む。
・題名のもつ意味や題名に込められた筆者の思いを考える。
	



令和８年度東京都立中央ろう学校　中学部年間指導計画
	学　　部
	中学部
	学　　年
	３　　
	週時数
	４

	教科
	数学
	グループ名
	SG1

	ねらい
	・数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法則を理解する。
・数学的な表現や処理の仕方を習得する。
・数学的活動の楽しさ、数学的な見方や考え方の良さを知る。
・数学で学んだことを進んで活用する態度を育てる。
・応用問題にも積極的に取り組み、より高い実力を育成する。

	担当教員
	三浦　知子

	年間授業時数
	１４０

	使用教科書
	学校図書「中学校数学３」

	副教材等
	正進社「数学の学習ノート３年
文理　中学ベースライン数学３年

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	前期
	４
	式の計算
	25
	○式の乗法・除法
○式の展開
○乗法公式
○因数分解
○公式による因数分解
○式の利用
	1.カードや模造紙等の視覚的情報を積極的に活用して、見やすく構成された板書にする。
2．情報機器を活用する。（電子黒板・デジタル教科書・PCなど）
3．日常生活の例を挙げ、興味・関心を高めるように支援する。
4.学習が定着するために、週末や長期休みに宿題を出す。
5．発展的な問題を取り入れ、思考力や判断力を高める。
6．授業後に学習内容が自ら確認できるようなプリントを配布する。





	
	５
	
	
	
	

	
	６
	平方根
	15
	○平方根
○平方根の大小
○有理数と無理数
○根号をふくむ式の乗法・除法
○根号をふくむ式の加法・減法
○平方根の利用
	

	
	７
	2次方程式
	24
	○２次方程式とその解
○因数分解を使った解き方
○平方根の考えを使った解き方
○２次方程式の解の公式
○２次方程式の利用
	

	
	９
	
	
	
	

	後期
	10
	関数
	24
	○関数                 
○関数のグラフ
○関数の値の変化 
○関数の利用
○身のまわりの関数
	

	
	11
	
	
	
	

	
	12
	相似な図形
	20
	○相似な図形                 
○相似な図形の性質
○三角形の相似条件
○相似の利用
○平行線と線分の比           
○線分の比と平行線
○相似な図形の面積比 
〇相似な立体の表面積比と体積比
	

	
	１
	
	
	
	

	
	
	円
	10
	○円周角の定理
○円周角の定理の逆
○円周角の定理の利用
	

	
	２
	三平方の定理
	12
	○三平方の定理 
○三平方の定理の逆 
○平面図形での利用
○空間図形での利用
	

	
	３
	標本調査
	10
	〇全数調査と標本調査
○標本調査による推定
〇標本調査の利用
	



令和8年度東京都立中央ろう学校　中学部年間指導計画
	学　　部
	中学部
	学　　年
	３　　　
	週時数
	４

	教科
	英語
	グループ名
	SG1

	ねらい
	・外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、また読むことや書くことなどの指導を通して、実践的コミュニケーション能力の基礎を養う。　
・習熟度別学習グループの利点を十分に生かし、高等部に進学し、さらに大学進学までつながる英語の力を身に付けさせる。

	担当教員
	香田　光一

	年間授業時数
	１４０

	使用教科書
	東京書籍『NEW HORIZON English Course３』

	副教材等
	中３英語をひとつひとつわかりやすく（学研教育出版）
自作教材（プリント等）

	学　習　計　画


	月
	単元（題材）名
	時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	4
	学び方コーナー
Unit 0
Unit 1
	10
	・現在形や過去形、becauseなどを用いた文の形・意味・用法を理解している。
・現在完了形（経験用法）を用いた文、SVOC（C＝形容詞）、SVOO（that節）の文の形・意味・用法を理解している。
	・文法項目やキーワードは文字カードを作成し、ホワイトボードに貼って示すことで理解の定着に繋げる。
・板書をするときは英文と訳文を視覚的に理解しやすいように提示する。また、主語、動詞などの品詞を分かりやすいように随時色分けして提示する。
・新出文法や本文を示すときには、状況を理解しやすいように、写真やイラストまたは動画などをデジタル教科書、PC、やホワイトボード等を活用した授業を行う。
・自主的な学習意欲を引き出す様、学習のポイントについても伝えてゆく。また英語を通して海外事情の紹介など関心を持たせる事も工夫してゆく。
・学習内容の定着を図るため、授業内での練習問題、小テストを適宜行う。
・生徒一人一台端末を、英作文や授業導入で活用し、授業の復習をグループ内で問題等を解き競い合いながら確認する。

	5
	Real Life English 1                     
Unit 2
Real Life English 2
Grammar for Communication 1
	12
	・自分の意見をまとめて述べるのに必要な情報を理解するために、修学旅行の班行動で行きたい場所についてのディスカッションを聞いて、要点を捉えている。
・世界に広がる日本語と日本文化について理解するために、英語俳句の書き方を理解したり英語俳句を詠んだりしている。
・現在完了形（完了・継続用法）、現在完了進行形を用いた文の形・意味・用法を理解している。
・現在完了形、現在完了進行形を用いた文の形・意味・用法を理解している。
	

	6
	Unit 3

	9
	・ 〈It is ... （for＋（人など））＋to〉〈want＋（人など）＋to〉や〈let [help]＋（人など）＋動詞の原形〉を用いた文の形・意味・用法を理解している。
・事実や意見を書くときの基本的な構成や表現の理解をもとに、資料から事実と意見を区別して読み取る技能を身につけている。
	

	7
	Grammar for Communication 2 
Stage Activity 1
Let’s Read 1
	10
	・不定詞を用いた文の形・意味・用法を理解している。
・Unit 3までの学習事項を用いた文の形・意味・用法を理解している。
・場面や人物の心情を表す表現を理解している。
	

	9
	Unit 4
Real Life English 4
	10
	・間接疑問文とSVOO（what節）の文、現在分詞・過去分詞を用いた文の形・意味・用法を理解している。
・手助けを申し出る表現の意味や働きを理解している。
	

	10
	Unit 5
Grammar for Communication 3
Stage Activity 2
My Activity Report
	14
	・名詞を修飾する文と、関係代名詞who、that [which]（主格・目的格）を用いた文の形・意味・用法を理解している。
・後置修飾を用いた文の形・意味・用法を理解している。
・Unit 5までの学習事項を用いた文の形・意味・用法を理解している。
	

	11
	Unit 6
Real Life English 6
Grammar for Communication 4
	11
	・仮定法と主語を説明する関係代名詞を用いた文の形・意味・用法を理解している。
・世界の現状について知るための語句の意味や働きを理解している。
・仮定法を用いた文の形・意味・用法を理解している。
	

	12
	Stage Activity 3
	4
	Unit 6までの学習事項を用いた文の形・意味・用法を理解している。
	

	1
	Let’s Read 2
	4
	長所と短所を比較して述べる文章の構成を理解している。
	

	2
	Let’s Read 3
	4
	人物について書かれた伝記の文章構成を理解している。
	




